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暑
さ
本
番熱

中
症
に
ご
注
意
を

白井市は
「市民と築く
安心で健康なまち

しろい」
を目指します。
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不要な照明や電気機器の利用を控えるなど、節電へのご協力をお願いします

　
今
年
は
電
力
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
節
電
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
が
、
エ
ア
コ

ン
な
ど
の
控
え
過
ぎ
に
よ
る
熱
中
症
に
注
意
が
必
要
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
予
防
方
法

を
身
に
付
け
、
暑
さ
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

節電対策とその効果例（参考：千葉県資料）

できること
節電効果

削減率 削減電力

エアコン

室温28度を心掛ける 10㌫ 130㍗
「すだれ」「よしず」などで窓からの日差し
を和らげ、エアコンの消費電力を抑制する 10㌫ 120㍗

無理のない範囲でエアコンを消して、扇風
機を使用する 50㌫ 600㍗

冷蔵庫
設定温度が「強」の場合は「中」へ変更し、
扉を開ける時間をできるだけ減らし、食品
の詰め込みすぎに注意する

2㌫ 25㍗

照明

リビング 照明を使う時間を短くする（環型蛍光灯68㍗
〔32㍗+36㍗〕） 5㌫ 68㍗

キッチン 照明を使う時間を短くする（直管蛍光灯15㍗） 1㌫ 15㍗
廊下 照明を使う時間を短くする（白熱灯54㍗） 4㌫ 54㍗
風呂 照明を使う時間を短くする（白熱灯100㍗） 8㌫ 100㍗
脱衣所 入浴中は消す（白熱灯54㍗） 4㌫ 54㍗

交換 電球形蛍光ランプに交換する（白熱灯54㍗
を電球形蛍光ランプ12㍗に交換した場合） 3㌫ 42㍗

テレビ 標準モードから省エネモードに設定し、画
面の輝度を下げ、使用時間を2/3に減らす 2㌫ 25㍗

温水洗浄便座
（暖房便座）

便座保温・温水のオフ機能、タイマー節電
機能がある場合は活用する 1㌫

未満 5㍗
夏はコンセントからプラグを抜く

ジャー炊飯器 早朝にタイマー機能で1日分まとめて炊飯
して、冷蔵庫に保存する 2㌫ 25㍗

待機電力
リモコンの電源ではなく、本体の主電源を
切り、長時間使用しない機器についてはコ
ンセントからプラグを抜く

2㌫ 25㍗

※「削減率」「削減電力」の記載値は在宅世帯の日中の平均消費電力に対す
る値の目安です。

　夏に見込まれる電力不足に対応するため、6月16日㈭から
10月31日㈪までを計画期間とする、市緊急節電対策計画を作
成しました（7月1日号掲載）。各家庭では「いつ」「どのような」
対策を行ったら節電効果を高めることができるか、主な取り
組み例を紹介します。

【節電のタイミング】
　電力の消費は、7月から9月ま
での平日は、1日の中で午後2時
から3時ごろが最も多いと言われ
ています。
　すでに節電を心掛けていただ
いているところですが、特にこ
の時間帯の電力使用を減らすこ
とを目指して、節電に取り組む
ようお願いします。

【節電目標を立てる】
　どのような対策を行うと、どの程度節電できるでしょうか。
　右表を参考に、自身の生活に見合った節電の目標を立ててみましょう。
【チェックリストの配布】
　市では家庭での節電対策の効果を試算できるチェックリストを自
治会などを通じて配布していますので、活用してください。　
■問　環境課環境保全班　内線3276・7
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家庭でできる節電対策

　市では、市内に居住し、市に住民票または
外国人登録があり、3月11日に発生した東日本
大震災で居住している住宅が一部破損の被害
を受けた世帯の世帯主に災害見舞金を支給し
ます。
　建て物の修繕費が10万円以下程度の軽微な
被害や、家財、家電品などの損害は対象外です。
申請期間　7月20日㈬～ 10月20日㈭（土・日
曜日を除きますが、7月23日㈯・31日㈰は申
請を受け付けます）
見舞金額　5万円（全壊）、3万円（半壊）、
1万円（一部損壊）
※一部損壊は屋根の場合、屋根瓦がずれ、破
損落下が著しいが、そのほかの瓦の損傷は少
ない程度以上の被害状況です。
　現在までの調査では当市において半壊以上
の被害は確認されていません。
必要書類　市から「り災証明書」の交付を受
けている人と受けていない人で必要書類が異
なります（り災証明書は企画政策課へ）
〔り災証明書の交付を受けている人〕
●り災証明書の写し
〔り災証明書の交付を受けていない人〕
●災害見舞金等受給対象被害届出書（社会福
祉課にあります）
●被災による損害が分かるもの（写真など）
〔共通〕
●本人確認できるもの（運転免許証、健康保
険証など）
●災害見舞金の支給に係る口座指定申込書
●指定した振込口座が確認できるもの（金融
機関等の通帳）
■申　申請書（社会福祉課・各センター・市ホー
ムページにあります）に必要事項を記入の
上、必要書類を添えて保健福祉センター 1階
ロビー（午前9時から午後4時まで）へ
■問　社会福祉課厚生班☎（497）3482

震災で住家が被害を受けた世帯に
見舞金を支給します

　
人
間
は
生
命
の
維
持
の
た
め
、
体

温
を
36
度
か
ら
37
度
と
い
う
狭
い
範

囲
に
調
整
し
て
い
る
恒
温
動
物
で
す
。

　
高
温
多
湿
の
環
境
で
は
、
血
管
を

広
げ
た
り
汗
を
か
い
て
体
温
を
下
げ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
気
温
や
湿
度

が
高
か
っ
た
り
、
体
温
調
整
を
す
る

機
能
が
う
ま
く
働
か
な
い
と
、
め
ま

い
・
吐
き
気
・
意
識
障
害
な
ど
の
症

状
が
起
こ
り
ま
す
。

　
こ
の
症
状
が
熱
中
症
で
す
。
小
児
、

高
齢
者
持
病
の
あ
る
人
、
体
調
の
悪

い
人
は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
こ
ん
な
症
状
が
あ
っ
た
ら
、
熱
中

症
を
疑
い
ま
し
ょ
う
】

軽
度

　
め
ま
い
、
立
ち
く
ら
み
、
筋

肉
痛
、
汗
が
止
ま
ら
な
い

中
等
度

　
頭
痛
、
吐
き
気
、
体
が
だ

る
い
（
倦
怠
感
）、
虚
脱
感

重
度

　
意
識
が
な
い
、
け
い
れ
ん
、

高
熱
（
高
い
体
温
）、
呼
び
掛
け
に

対
し
て
返
事
が
お
か
し
い
、
真
っ
す

ぐ
に
歩
け
な
い

【
予
防
方
法
】

　
次
の
よ
う
に
「
水
分
補
給
」「
暑

さ
を
避
け
る
こ
と
」
が
大
切
で
す
。

○
の
ど
が
乾
か
な
く
て
も
小
ま
め
に

水
や
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
を
飲

む○
無
理
を
せ
ず
、
エ
ア
コ
ン
や
扇
風

機
を
上
手
に
使
用
す
る

○
涼
し
い
服
装
を
心
掛
け
、
外
出
時

は
日
傘
・
帽
子
を
使
用
す
る

○
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
た
り
、
冷
た
い

タ
オ
ル
を
体
に
当
て
て
体
を
冷
や
す

※
氷
や
保
冷
剤
は
体
に
直
接
触
れ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
「
室
内
の
換
気
」「
打
ち
水
」「
す

だ
れ
」
な
ど
で
工
夫
し
、
室
内
の
気

温
を
下
げ
る

○
日
中
は
涼
し
い
施
設
な
ど
を
利
用

す
る

【
熱
中
症
に
な
っ
た
ら
】

　
熱
中
症
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、

次
の
よ
う
に
行
動
し
、
体
調
が
回
復

し
な
い
場
合
は
医
療
機
関
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

○
涼
し
い
場
所
に
避
難
さ
せ
る

○
衣
服
を
ゆ
る
め
、
体
を
冷
や
す

○
水
分
・
適
度
な
塩
分
を
補
給
す
る

問
　

健
康
課
保
健
予
防
班
☎
（
4
9

7
）
3
4
9
5
へ



お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　
地
域
住
民
の
心
の
触
れ
合
い
と
連

携
を
深
め
る
夏
祭
り
。
夏
祭
り
は
地

域
に
住
ん
で
い
る
皆
さ
ん
の
手
に

よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
創
意
工
夫
と
努
力
で
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。

夏
祭
り
情
報

　
毎
年
7
月
中
旬
か
ら
8
月
中
旬
に

は
、
市
内
各
地
域
で
夏
祭
り
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
地
区
の
自
治
会
や
地
域

で
活
動
す
る
団
体
な
ど
に
よ
る
焼
き

そ
ば
や
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
か
き
氷

な
ど
の
模
擬
店
や
盆
踊
り
大
会
な
ど

が
行
わ
れ
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
集
ま

る
祭
り
で
す
。

　
今
年
は
、
左
表
の
と
お
り
、
各
地

域
で
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
家
族
や

友
達
同
士
で
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
節
電
や
停
電
の
関
係
で
中
止
・
変

更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者
医
療
の

　
　

　
　
　
新
し
い
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す

　
現
在
使
用
し
て
い
る
国
保
（
国
民
健
康
保
険
）
と
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
証
（
被
保
険
者
証
）
の

有
効
期
限
は
7
月
31
日
㈰
ま
で
で
す
。
8
月
1
日
㈪
か
ら
使
用
す
る
保
険
証
を
7
月
中
旬
に
簡
易
書
留

郵
便
で
郵
送
し
ま
す
（
一
部
を
除
く
）。

　
国
保
分
は
世
帯
の
加
入
人
数
分
の

保
険
証
を
同
封
し
ま
す
。
保
険
証
が

送
ら
れ
て
き
た
ら
、
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
な
ど
記
載
内
容
に
間
違
い

が
な
い
か
、
加
入
人
数
分
が
同
封
さ

れ
て
い
る
か
を
確
認
し
、
間
違
い
が

あ
る
場
合
や
7
月
25
日
㈪
ま
で
に
保

険
証
が
届
か
な
い
場
合
は
保
険
年
金

課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
有
効
期
限
の
切
れ
た
保
険
証
は
、

8
月
1
日
㈪
以
降
に
保
険
年
金
課
か

各
セ
ン
タ
ー
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

70
歳
以
上
の
国
保
加
入

者
の
皆
さ
ん
へ

　
70
歳
以
上
の
負
担
割
合
は
毎
年
8

月
1
日
を
基
準
日
と
し
て
判
定
さ
れ

ま
す
。
医
療
機
関
窓
口
で
の
負
担
割

合
は
1
割
で
、
現
役
並
み
所
得
者
は

3
割
で
す
。
負
担
割
合
は
保
険
証
の

右
下
に
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

【
現
役
並
み
所
得
者
と
は
】

　
平
成
23
年
度
住
民
税
の
課
税
所
得

が
1
4
5
万
円
以
上
で
あ
る
70
歳
以

上
の
国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療
の
加

入
者
と
、
そ
の
加
入
者
と
同
一
世
帯

の
70
歳
以
上
の
同
一
保
険
制
度
に
加

入
者
で
す
。

1
割
負
担
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す

　
現
役
並
み
所
得
者
で
医
療
機
関
窓

口
で
の
負
担
割
合
が
3
割
の
人
で
も

次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
を
満
た
し
て

い
る
と
1
割
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
該
当
す
る
場
合
は
基
準
収
入
額

適
用
申
請
書
に
記
入
の
上
、
保
険
年

金
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
国
保
加
入
者
の
場
合

①
世
帯
内
の
70
歳
以
上
の
国
保
加
入

者
が
1
人
で
、
年
収
が
3
8
3
万
円

未
満
の
場
合

②
世
帯
内
の
70
歳
以
上
の
国
保
加
入

者
が
複
数
で
、
そ
の
合
計
年
収
が

5
2
0
万
円
未
満
の
場
合

③
世
帯
内
の
70
歳
以
上
の
国
保
加
入

者
が
1
人
で
年
収
が
3
8
3
万
円
以

上
の
場
合
、
申
請
者
と
同
一
世
帯
の

旧
国
保
加
入
者
で
あ
る
後
期
高
齢

者
医
療
加
入
者
と
の
合
計
年
収
が

5
2
0
万
円
未
満
の
場
合

●
後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者
の
場
合

Ⓐ
世
帯
内
の
後
期
高
齢
者
医
療
加
入

者
が
1
人
で
、
年
収
が
3
8
3
万
円

未
満
の
場
合

Ⓑ
世
帯
内
の
後
期
高
齢
者
医
療
加
入

者
が
複
数
で
、
そ
の
合
計
年
収
が
5

2
0
万
円
未
満
の
場
合

Ⓒ
世
帯
内
の
後
期
高
齢
者
医
療
加
入

者
が
1
人
で
、
年
収
が
3
8
3
万
円

以
上
の
場
合
、
申
請
者
と
同
一
世
帯

に
い
る
70
歳
か
ら
74
歳
の
人
と
の
合

計
年
収
が
5
2
0
万
円
未
満
の
場
合

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
の
申
請

　
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
は
入
院
時
の
窓
口
負
担
が
限

度
額
（
高
額
療
養
費
に
該
当
し
な
い

上
限
の
額
）
ま
で
と
な
る
証
書
で
、

有
効
期
限
は
7
月
31
日
㈰
で
す
。

●
国
保
加
入
者
の
場
合

　
現
在
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
を
持
っ
て
い
る
国
保

加
入
者
も
新
た
に
8
月
1
日
㈪
以
降

の
認
定
を
希
望
す
る
人
は
申
請
が
必

要
で
す
。
印
鑑
と
保
険
証
、
現
在
認

定
証
を
持
っ
て
い
る
人
は
認
定
証
を

持
参
し
て
保
険
年
金
課
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　
国
保
税
を
未
納
し
て
い
る
場
合
は

対
象
外
で
す
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者
の
場
合

　
平
成
22
年
8
月
1
日
か
ら
平
成
23

年
7
月
31
日
ま
で
に
認
定
を
受
け
た

人
で
、
平
成
23
年
8
月
1
日
以
降
も

世
帯
全
員
が
非
課
税
の
場
合
は
、
更

新
手
続
き
は
不
要
で
す
。
更
新
さ
れ

た
認
定
証
は
保
険
証
に
同
封
し
て
市

が
送
付
し
ま
す
。

　
世
帯
全
員
が
非
課
税
の
場
合
で
新

た
に
認
定
証
の
交
付
を
希
望
す
る
場

合
は
保
険
年
金
課
へ
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

国
保
の
加
入
、
脱
退
の

手
続
き
を
忘
れ
ず
に

　
今
ま
で
入
っ
て
い
た
健
康
保
険
を

脱
退
し
国
保
に
加
入
す
る
と
き
や
、

国
保
を
脱
退
し
新
た
に
健
康
保
険
な

老後の安心に欠かせない国保・後期高齢者医療保険

市
民
参
加
推
進
会
議
の

委
員
を
委
嘱

　
本
市
に
は
、
市
が
行
う
行
政
活
動

に
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
す

る
た
め
の
手
続
き
と
し
て
、
市
民
参

加
条
例
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
市
民
参
加
条
例
に
基
づ
き
、

市
民
参
加
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る

か
な
ど
総
合
的
評
価
や
市
民
参
加
の

方
法
の
研
究
及
び
改
善
な
ど
を
調
査

審
議
す
る
た
め
、
市
民
参
加
推
進
会

議
が
あ
り
ま
す
。

　
会
議
を
行
っ
て
い
た
だ
く
委
員
10

夏
だ
、
祭
り
だ
、
み
ん
な
で
盛
り
上
が
ろ
う

夏　　祭　　り　　情　　報
日　程 名　　　称 場　　　所 問 い 合 わ せ 雨 天 対 応

7
月

23日㈯
桜苑弐番街夏祭り納涼大会 桜苑弐番街団地中庭 管理事務所

☎（491）6028 決行

平成23年大山夏祭り「絆31」 大山児童公園 林
☎（491）5606 小雨決行

30日㈯

第38回大松自治会夏祭り盆踊り
大会 大松児童公園 小布施

☎（491）1094 31日㈰に延期

第24回七次台自治会地域親睦納
涼大会 七次台児童公園 北澤

☎（492）1080 七次台会館

七次台3丁目自治会・野口自治
会共催夏祭り 野口台児童公園 岩永

☎090（4598）9787
七次台3丁目自
治会東集会所

第37回栄区夏祭り盆踊り大会 冨士栄八幡神社開拓広場 長谷川☎（443)5778 31日㈰に延期

8
月

5日㈮ 白井工業団地自治会納涼盆踊り
大会（東日本大震災チャリティー）公民センター駐車場

美野里自動車（小林）
☎（497）0485 公民センター内

6日㈯

納涼大会 千草自治会集会所 田中
☎（492）0284 7日㈰に延期

冨士地区合同夏祭り 冨士中学校予定地 山下
☎（419）7930 7日㈰に延期

大山口・西白井地区合同夏祭り 大山口小学校校庭 大山口住宅管理事務所
☎（491）9743

大山口小学校
体育館

東日本大震災チャリティー清水
口地区夏祭り納涼大会 七次第一公園　芝生広場 関☎080（3153）0710

清水口小学校
体育館

6日㈯・
7日㈰ 第30回白井駅前地区合同夏祭り 白井駅前南側広場 実行委員長　佐々木

☎（491）4639
6日㈯雨の場合
は7日㈰、両日
雨の場合は中止

20日㈯ ふれあいコミュニティ 2011夏 七次台4丁目集会所周辺 nanatsugidai4cyome
@yahoo.co.jp 21日㈰に延期

27日㈯ 白井夏祭り納涼盆踊り大会 白井第一小学校校庭 文化課
☎（492）1123 28日㈰に延期

白井夏祭り納涼盆踊り大会（昨年）

ど
に
加
入
し
た
と
き
は
14
日
以
内
に

手
続
き
が
必
要
で
す
。
住
所
・
氏
名
・

世
帯
主
な
ど
が
変
わ
っ
た
と
き
な
ど

も
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
勤
め
先
を
退
職
し
た
後
の
健
康
保

険
は
、
こ
れ
ま
で
加
入
し
て
い
た
健

康
保
険
に
継
続
し
て
加
入
す
る
方
法

（
任
意
継
続
）
と
国
保
に
加
入
す
る

方
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
任
意
継

続
を
希
望
す
る
場
合
は
手
続
き
に
期

限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
勤
め
先
に
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　

保
険
年
金
課
保
険
年
金
班

　
内

線
3
1
7
4 

・
5
、  

3
1
8
1

人
を
7
月
1
日
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

　
委
員
は
、
次
の
皆
さ
ん
で
す
（
敬

称
略
）。

委
員

　
吉
井
信
行
（
会
長
）、
池
川

悟
（
副
会
長
）、
坂
野
喜
隆
、

小
林
茂
、
林
章
、
上
坂
千
昭
、
加
藤

重
雄
、
谷
本
滋
宣
、
土
山
勝
實
、
野

崎
恒
昭

【
会
議
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
】

　
市
民
参
加
推
進
会
議
は
傍
聴
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
・
場
所
な
ど

　
左
表
の
と
お
り

問
　

市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動
支

援
班

　
内
線
3
1
5
1

市 民 参 加 推 進 会 議

会 議 日　　時 場　所 議　題 (予 定)
傍聴
定員

第2回
7月29日㈮
午後3時～

市役所
4階

会議室3

平成22年度総合
的評価について
の審議

10人

第3回
8月24日㈬
午後3時～

市役所
4階

大会議室

平成22年度総合
的評価について
の審議

第4回

未　　定

市民参加条例の
検証見直しにつ
いて審議

第5回
平成23年度答申
内容について審
議

※傍聴者は先着順で定員になり次第締め切ります。

2011.7.15 2



Q
　

3
年
間
住
ん
だ
マ
ン
シ
ョ
ン
を

退
去
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
敷
金
が

戻
る
と
思
っ
て
い
た
ら
、
逆
に
ハ
ウ

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
や
カ
ー
ペ
ッ
ト

取
り
換
え
費
用
な
ど
を
請
求
さ
れ
た
。

払
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　       

（
40
代
・
男
性
）

A
　

賃
貸
住
宅
の
退
去
時
の
現
状
回

復
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
は
年
々
増
え
て

お
り
、
国
土
交
通
省
も
「
現
状
回
復

を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
と
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
と
、
通
常
使
用
で

の
経
年
劣
化
に
お
け
る
損
耗
は
、
貸

主
の
負
担
で
行
う
、
と
い
う
基
本
的

な
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
事
例
の
場
合
、
ハ
ウ
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
代
は
、
入
居
時
に
ハ
ウ

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
さ
れ
て
お
ら
ず
、

契
約
書
や
重
要
事
項
説
明
書
に
記
載

も
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
請
求
さ
れ

て
も
払
う
必
要
は
な
い
と
思
わ
れ
ま

す
。
カ
ー
ペ
ッ
ト
に
関
し
て
は
、
た

ば
こ
の
焦
げ
跡
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

故
意
・
過
失
と
み
な
さ
れ
、
借
主
の

負
担
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
全
面

取
り
換
え
で
な
く
一
部
分
だ
け
の
取

り
換
え
で
済
む
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
交
渉
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ほ
か
に

賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
退
去
時
の
原
状
回
復

市
民
活
動
推
進
委
員
会

委
員
を
委
嘱

　
平
成
23
年
度
か
ら
、
市
民
活
動
の

活
性
化
と
市
民
団
体
同
士
の
連
携
協

力
体
制
の
強
化
、
そ
し
て
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
「
市
民
活
動
推
進
委
員

会
」
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
情
報
交
換
を
通
し
て
情
報
共
有
を

図
る
場
と
し
、
お
互
い
の
活
動
の
連

携
・
協
力
体
制
を
強
化
し
、
市
と
の

協
働
事
業
の
促
進
な
ど
を
行
っ
て
い

た
だ
く
委
員
13
人
を
7
月
1
日
に
委

嘱
し
ま
し
た
。

　
委
員
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
（
敬
称

略
）。

委
員

　
長
谷
川
雅
美
（
委
員
長
）、

松
本
千
代
子
（
副
委
員
長
）、
高
安

敬
子
、
栗
田
武
、
竹
内
正
一
、
奥
崎

喜
久
、
伊
藤
範
雄
、
大
西
節
、
岡
田

崇
志
、
加
藤
恵
泉
、
田
中
和
八
、
赤

間
賢
二
、
笠
井
喜
久
雄

問
　

市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動
支

援
班

　
内
線
3
1
5
2

政
治
倫
理
審
査
会
委
員

を
委
嘱

　
市
長
・
市
議
会
議
員
な
ど
に
提
出

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
資
産
等
報

告
書
お
よ
び
政
治
倫
理
に
関
す
る
重

要
な
事
項
に
つ
い
て
調
査
・
審
議
す

る
政
治
倫
理
審
査
会
委
員
を
5
月
26

日
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
平
成
25
年
4
月
22
日
ま
で

で
、
委
員
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
（
敬

称
略
）。

委
員
　

山
田
由
紀
子
（
会
長
）、
中

島
守
（
副
会
長
）、
岩
本
忠
司
、
石

田
収
、
西
英
敏
、
中
前
明

問
　

総
務
課
行
政
班

　
内
線
3
3
1

2市
選
挙
管
理
委
員
決
ま
る

　
任
期
満
了
に
伴
う
市
選
挙
管
理
委

員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
委
員
お
よ
び

補
充
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
任
期
は
4
年
間
で
各
種
選
挙
に
関

す
る
事
務
を
管
理
執
行
し
ま
す
。

【
選
挙
管
理
委
員
　（
敬
称
略
）】

五
十
嵐
健
一
（
委
員
長
）、
下
村
征

子
（
職
務
代
理
者
）、
石
橋
五
郎 

、

伊
藤
孝

【
補
充
員
（
敬
称
略
）】

伊
藤
良
平
、
楠
橋
大
樹
、
伊
藤
千
恵

子
、
大
川
宏

問
　

市
選
挙
管
理
委
員
会

　
内
線
3

3
1
3

中
小
企
業
退
職
金
共
済

制
度

　
こ
の
制
度
は
中
小
企
業
の
事
業
主

が
将
来
従
業
員
の
退
職
金
を
支
払
う

際
の
支
援
と
し
て
、
中
小
企
業
退
職

金
共
済
機
構
と
契
約
を
結
び
、
掛
け

金
を
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
退
職

金
の
支
払
い
を
事
業
主
に
代
わ
っ
て

行
う
も
の
で
す
。

　
新
た
に
こ
の
制
度
を
利
用
さ
れ
る

事
業
主
や
途
中
で
掛
け
金
を
増
額
し

た
場
合
に
つ
い
て
も
、
1
年
間
国
が

一
部
助
成
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
で
は
こ
の
制
度
に
新
し

く
加
入
し
た
事
業
主
に
対
し
、
2
年

間
の
補
助
を
行
い
ま
す
。
各
制
度
の

詳
細
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

申
　

市
商
工
振
興
課
商
工
振
興
班

　

内
線
3
2
4
2
へ

問
（
独
）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

中
退
共
相
談
コ
ー
ナ
ー
☎
0
3
（
3

4
3
6
）
4
3
5
1
・

 h
ttp://

ch
u
taik

y
o
.taisy

o
k
u
k
in
.

g
o.jp/

土
地
改
良
区
か
ら
の
お

願
い

　
印
旛
沼
（
神
崎
川
）、
手
賀
沼
周

辺
の
水
辺
に
は
多
数
の
土
地
改
良
施

設
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
興
味
を

引
く
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
夏
休
み

に
入
る
と
毎
年
こ
の
よ
う
な
施
設
で

の
事
故
が
新
聞
、
テ
レ
ビ
で
報
道
さ

れ
ま
す
。
事
故
は
大
人
の
ち
ょ
っ
と

し
た
心
遣
い
で
防
止
で
き
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
水
田
近
く
の
用
排
水
機
場
や
用
排

水
路
な
ど
に
は
子
ど
も
た
ち
が
近
づ

か
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
付
近
で
遊
ん
で
い
た
り
釣

り
を
し
て
い
る
子
ど
も
を
見
つ
け
た

ら
注
意
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

問
　

農
政
課
農
政
班

　
内
線
3
2
5

2
、
印
旛
沼
土
地
改
良
区
☎
0
4
3

ペ
ッ
ト
を
室
内
で
飼
っ
て
い
た
、
子

ど
も
の
大
き
い
落
書
き
な
ど
、
借
主

負
担
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
ど
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
も
、
ど
の

程
度
汚
れ
や
破
損
な
ど
が
あ
る
か
が

重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
の
で
、
業
者

と
一
緒
に
現
状
を
確
認
す
る
退
去
時

の
立
会
い
は
非
常
に
大
切
で
す
。
ビ

デ
オ
や
カ
メ
ラ
を
持
参
し
て
指
摘
さ

れ
た
箇
所
を
中
心
に
、
日
付
入
り
で

撮
っ
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
立
会
時
に
そ
の
場
で
補
修
工
事
の

支
払
承
諾
書
に
記
名
押
印
を
要
求
さ

れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
納
得
で
き

な
け
れ
ば
や
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

立
会
わ
な
い
で
い
る
と
、
あ
と
か
ら

高
額
請
求
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。

　
敷
金
か
ら
勝
手
に
修
繕
費
用
を
差

し
引
か
れ
た
り
し
た
場
合
、
ま
ず
は

業
者
と
の
交
渉
に
な
り
ま
す
が
、
交

渉
が
平
行
線
を
た
ど
る
な
ら
、
少
額

訴
訟
で
取
り
戻
す
方
法
な
ど
も
あ
り

ま
す
。
困
っ
た
と
き
は
消
費
生
活
相

談
室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
　

消
費
生
活
相
談
室

　
内
線
3
2

9
4
（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

　
午

前
10
時
〜
午
後
4
時

　
市
役
所
2
階

相
談
室
）

144

　
交
差
点
や
横
断
歩
道
で
は
必
ず
止

ま
っ
て
左
右
の
確
認
を
し
、
無
理
な

横
断
は
や
め
、
一
人
一
人
が
交
通

ル
ー
ル
と
交
通
マ
ナ
ー
を
守
り
事
故

防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
夜
間
外
出
す
る
時
は
節
電
な
ど
で

通
常
よ
り
暗
が
り
が
多
い
た
め
、
明

る
い
服
装
を
着
用
す
る
よ
う
、
特
に

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

【
交
通
安
全
運
動
の
重
点
目
標
】

○
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
と
子

ど
も
の
交
通
事
故
防
止

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

問
　

市
民
安
全
課
交
通
防
犯
班

　
内

線
3
3
2
1
・
3

出
前
防
犯
講
話
、
交
通

安
全
講
話

　
市
で
は
印
西
警
察
署
と
協
働
し
て
、

市
民
の
身
近
で
発
生
し
て
い
る
事
件

（
4
8
4
）
1
1
5
5

　
手
賀
沼
土

地
改
良
区
☎
0
4
7
6
（
4
2
） 

2

8
2
1

目
的
地

「
早
く
着
く
」
よ
り

　
　
　「
ぶ
じ
に
着
く
」

　
20
日
㈬
か
ら
31
日
㈰
ま
で
、
夏
の

交
通
安
全
運
動
週
間
で
す
。

　
こ
の
時
期
は
子
ど
も
た
ち
が
夏
休

み
を
迎
え
、
開
放
感
か
ら
誘
発
さ
れ

る
事
故
や
交
通
量
増
加
に
伴
う
事
故

が
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　茨城県つくば市にある「未来の技術がいっ
ぱい！」をコンセプトにした常設展示施設
「サイエンス・スクエア」で省エネルギーや
環境をきれいにする先端技術を楽しく学習し、
JAXA宇宙センターを見学します。
日時　8月4日㈭　午前7時50分～午後4時30分
集合時間・場所　午前7時50分　市役所・玄
関前
対象　小学4年生以上中学生まで　30人（申し込み順）
持ち物　筆記用具、弁当、飲物、帽子（晴天時）、傘（雨天時）
参加費　300円（資料代・保険代含む）
■申　環境課環境保全班　内線3276・7へ
■問　白井環境ネットワークの会　秋井☎090（8033）5570

事
故
か
ら
自
分
の
身
を
守
る
た
め
の

出
前
防
犯
講
話
、
交
通
安
全
講
話
を

無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。
自
治
会
・

町
会
・
婦
人
会
・
敬
老
会
な
ど
で
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
で
は
犯
罪
発
生
状
況
な

ど
を
「
し
ろ
い
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ

ス
」
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

　
配
信
に
は
登
録
が
必
要
で
す
。

パ
ソ
コ
ン

　h
ttp://w

w
w
.ik

k

r.jp/sh
iroicity

/

携
帯
電
話

　sh
iroicity

@
em

p

.ik
k
r.jp

問
　

市
民
安
全
課
交
通
防
犯
班

　
内

線
3
3
7
1
〜
3
、
印
西
警
察
署

0
4
7
6
（
4
2
）
0
1
1
0

QRコード（携帯電話用）

夏休みこども環境学習
～地球を守る活動を学ぼう～

市民の森ってどんな森
　市内には「神々廻市民の森」
「中木戸市民の森」「所沢市民の
森」の3カ所の市民の森があり
ます。市民の森は、豊かな緑が
あふれる憩いの空間として、自
由に散策できる憩いの場として
利用してもらうための森です。
　市民の森を利用する場合は火
気を使用したり、山野草などを
採取することは禁止しています。
ごみは必ず持ち帰り、きれいな
空間を維持しましょう。
■問　都市計画課公園緑地班　内
線3239

神々廻市民の森

所沢市民の森

市民

プール

白井交番

風 

間 

街 

道

中木戸
市民の森

七次台小学校

委嘱状を受ける委員（左）

委嘱状を受ける委員（右）

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

白井運動公園↑

白井

幼稚園
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夏
の
体
調
管
理

　
高
齢
に
な
る
と
喉
の
か
わ
き
を

感
じ
な
く
な
り
、
知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
脱
水
症
を
起
こ
し
て
い

る
時
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
水
分
を

取
る
と
ト
イ
レ
が
近
く
な
る
か
ら

と
い
っ
て
、
水
分
を
控
え
る
人
も

い
ま
す
が
、
水
分
補
給
は
体
調
管

理
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
高
齢
者
は
周
り
の
環
境
の
変
化

に
影
響
さ
れ
や
す
い
の
で
、
こ
れ

か
ら
の
季
節
、
原
因
が
分
か
ら
ず
、

急
な
発
熱
の
時
や
ぐ
っ
た
り
し
て

い
る
時
は
室
内
の
環
境
な
ど
を
観

察
し
、
脱
水
症
、
熱
中
症
を
疑
い
、

ま
ず
は
水
分
を
取
ら
せ
、
脇
の
下

に
保
冷
剤
な
ど
を
入
れ
て
体
を
冷

や
し
、
窓
を
開
け
て
風
通
し
を
良

く
し
た
り
、
室
内
の
温
度
を
下
げ

る
な
ど
室
内
環
境
を
整
え
て
様
子

を
み
ま
し
ょ
う
。

【
脱
水
症
に
気
を
付
け
て
】

　
脱
水
症
に
な
る
と
発
熱
、
意
識

障
害
な
ど
の
症
状
が
見
ら
れ
ま
す
。

脱
水
症
は
唇
、
舌
の
か
わ
き
、
皮

膚
の
乾
燥
（
特
に
脇
の
下
）、
食

事
量
や
水
分
摂
取
の
減
少
、
排
尿

の
回
数
が
減
っ
た
ら
要
注
意
で
す
。

　
脱
水
症
は
脳
梗
塞
な
ど
を
引
き

起
こ
す
原
因
に
も
な
り
ま
す
の
で
、

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
や
果
物
な
ど

摂
取
し
や
す
い
も
の
で
水
分
補
給

を
し
ま
し
ょ
う
。
食
べ
物
は
と
ろ

み
な
ど
を
付
け
る
と
摂
取
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

　
水
分
は
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を

少
し
薄
め
て
飲
む
と
吸
収
が
早
く

な
り
ま
す
。

【
体
温
に
も
気
を
付
け
て
】

　
体
温
調
節
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き

な
く
な
る
こ
と
も
高
齢
者
の
特
徴

で
す
。
急
に
気
温
が
高
く
な
っ
た

り
、
部
屋
の
温
度
が
高
過
ぎ
る
な

ど
の
環
境
に
置
か
れ
る
と
原
因
も

な
く
発
熱
す
る
人
も
い
ま
す
。
そ

の
時
も
周
り
の
環
境
を
観
察
し
脱

水
症
と
同
じ
処
置
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

事
業
者
紹
介

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し

く
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
を
高
齢
者
と
と
も
に
障
が
い
者

も
対
象
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
要
介
護
者
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

ケ
ア
グ
ル
ー
プ
あ
い
・
あ
い
（
根

1
2
9
）
☎
（
4
9
2
）
1
2
3
6

高
齢
者
在
宅
介
護

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
04

ケ
ア
グ
ル
ー
プ
あ
い
・
あ
い

和
服
を
ス
テ
キ
な
ド
レ

ス
に
リ
メ
イ
ク

　福祉センターは屋根
などの修繕工事を行う
ため9月1日㈭～ 3日㈯
と20日㈫～ 30日㈮の間
はレクホールの利用が
できません。そのほか
の利用は工事期間中も
通常どおりできます。
　工事期間中は警備員
を配置し、利用者の安全には十分注意を払います。
工事期間　～ 10月31日㈪
■問　高齢者福祉課高齢者支援班☎（497）3484

福祉センター屋根等修繕工事

　
介
護
保
険
施
設
に
入
所
（
滞
在
）

す
る
と
、
利
用
者
は
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
用
の
1
割
を
負
担
す
る
ほ
か
に
、

居
住
費
（
滞
在
費
）・
食
費
を
負
担

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
所
得
の
低
い
人
（
表
１
に
該
当
す

る
人
）
は
負
担
が
重
く
な
ら
な
い
よ

う
申
請
を
す
る
こ
と
で
居
住
費
（
滞

在
費
）・
食
費
の
自
己
負
担
分
を
表

2
の
と
お
り
減
額
で
き
ま
す
。

　
減
額
さ
れ
た
費
用
は
、「
特
定
入

所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」
と
し
て
介

護
保
険
が
負
担
し
ま
す
。

申
・
問

　
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険

班
☎
（
4
9
7
）
3
4
7
3
へ

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

に
よ
る
利
用
者
負
担
軽

減
制
度

　
所
得
の
低
い
人
は
、
申
請
す
る
こ

と
で
市
に
登
録
し
て
い
る
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
の
軽
減
制
度
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
軽
減
制
度
を
受
け
る
と
通
常
10
㌫

の
利
用
者
負
担
が
7
・
5
㌫
に
軽
減

【表1】

利 用 者
負担段階

対　　　　　象

第1段階
・住民税世帯非課税で老齢福祉年金を受けている人 
・生活保護を受給している人

第2段階
・住民税世帯非課税で合計所得金額と課税年金収入額の合計
額が80万円以下の人

第3段階
・住民税世帯非課税で第2段階に該当しない人 
・住民税課税者がいる世帯で、特例減額措置を受けている人

【表2】

負担段階
居住費（限度額）／ 1日

食費／ 1日従来型
個　室

多 床 室
ユニット型
個　　室

ユニット型
準 個 室

第1段階
490円 

（320円）
0円 820円 490円 300円

第2段階
490円 

（420円）
320円 820円 490円 390円

第3段階
1,310円 
（820円）

320円 1,640円 1,310円 650円

基準費用額
1,640円 

（1,150円）
320円 1,970円 1,640円 1,380円

※介護老人福祉施設と短期入所生活介護の従来型個室は（　）内の金額
で、そのほかは共通です。

さ
れ
ま
す
。

対
象

　
市
民
税
世
帯
非
課
税
で
あ
っ

て
、
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
人

の
う
ち
、
生
計
が
困
難
と
市
が
認
め

た
人

●
年
間
収
入
が
単
身
世
帯
で

1
5
0
万
円
、
世
帯
員
が
1
人
増
え

る
ご
と
に
50
万
円
を
加
算
し
た
額
以

下
で
あ
る
こ
と

●
預
貯
金
の
額
が
単
身
世
帯
で

3
5
0
万
円
、
世
帯
員
が
1
人
増
え

る
ご
と
に
1
0
0
万
円
を
加
算
し
た

額
以
下
で
あ
る
こ
と

●
日
常
生
活
に
供
す
る
資
産
以
外
に

活
用
で
き
る
資
産
が
な
い
こ
と

●
負
担
能
力
の
あ
る
親
族
等
に
扶
養

さ
れ
て
い
な
い
こ
と

●
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い

こ
と

申
・
問

　
申
請
書
（
高
齢
者
福
祉
課

に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
金
融
機
関
の
通
帳
の
写
し
を

添
付
し
て
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険

班
☎
（
4
9
7
）
3
4
7
3
へ

　家庭や高齢者関係の施設などで、下図のような虐待が高齢者に対して行われてい
るのではと思ったら、地域包括支援センターに相談・通報をしてください。通報者
に関する秘密は守るほか、匿名で通報することもできます。
　家庭内における虐待では、介護の精神的・身体的なストレスが原因になることが
あります。
　高齢者を介護していてつらいとき、不安なときは、一人で抱え込まずに、地域包
括支援センターにご相談ください。
■問　地域包括支援センター（高齢者福祉課内）☎（497）3474・℻（498）4832

�

�

�
�

�

� �

つ ね る 、殴 る 、け る 、
突 き 飛 ば す 、ベ ッ ド
に 縛 り 付 け る な ど  
暴 力 を ふ る い 、け が
や 痛 み を 与 え る 

ど な る 、 悪 口 を 言 う 、
わ ざ と 無 視 す る 、 
あ ざ 笑 う な ど 言 葉 や
態 度 で 、 精 神 的 な 苦
痛 を 与 え る  

排 せ つ の 失 敗 の 罰
と し て 下 半 身 を 裸
の ま ま 放 置 す る な
ど 、 本 人 が 嫌 が る
性 的 な 行 為 を 強 要  
 す る  

必 要 な 金 銭 を 渡 さ な
い 、 使 わ せ な い 、 年
金 を 本 人 の 利 益 に 反
し て 使 う な ど 本 人 の
合 意 な し に 財 産 を  
勝 手 に 使 う  

入浴・食事をさせない、
必 要 な 介 護 医 療 サ ー
ビ ス を 使 わ せ な い な
ど 必 要 な 世 話 を せ ず  
高 齢 者 の 心 身 を  
悪 化 さ せ る  

「 高 齢 者 虐 待 で は 」 と 思 っ た ら

　
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
主
催

す
る
特
選
演
芸
会
で
、
女
性
部
の

フ
ァ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。

　
つ
む
ぎ
や
ウ
ー
ル
、
ち
り
め
ん
の

着
物
が
思
い
の
ほ
か
素
敵
な
洋
服
に
、

ス
ー
ツ
や
パ
ー
テ
ィ
ド
レ
ス
、
パ
ン

ツ
に
ベ
ス
ト
な
ど
に
リ
メ
イ
ク
し
、

製
作
者
自
身
が
身
に
ま
と
い
舞
台
で

披
露
し
ま
し
た
。

　
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
常
時

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
手
芸
の

講
習
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、

入
会
し
ま
せ
ん
か
。

申
・
問

　
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

事
務
局
（
市
高
齢
者
福
祉
課
内
）
☎

（
4
9
7
）
3
4
8
4
へ

福祉センター

介
護
保
険
負
担
限
度
額

認
定
申
請

ファッションショー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
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子育て中のママに～ママの健康管理意識していますか？～
　児童館や支援センターなどで、乳幼児を持つママ
たちにがん検診について話しをする機会があります。
　すると｢子ども中心になってしまい、自分のことは
後回しで検診を受けていない｣との声をよく聞きます。
年齢が若いと「自分が病気になるなんて」と思われ
る場合が多く、さらに子育て中心の生活で自分のこ
とを考える余裕がない人がほとんどだと思います。
　しかし20代・30代の若い年齢でも子宮頚

けい

がんや乳
がんにかかる人がいるのが現状です。「子育て」をす
るママの代わりは誰にもできません。子育てをする
には、まずママが元気でいることがとても大切なこ
とです。
　市の子宮頚がん検診は20歳から、乳がん検診は30
歳から（30歳代は超音波検査）受けられます。こ
の機会にママの健康管理として検診を受けましょう。
申し込み方法などの詳細は、健康課まで問い合わせ
てください。
■問　健康課保健予防班☎（497）3495

検 診 の 現 場 か ら　vol.4

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

母
子
・
父
子
家
庭
の
人
へ

児
童
扶
養
手
当
認
定
申
請

　
平
成
22
年
度
に
所
得
制
限
な
ど
に

よ
り
児
童
扶
養
手
当
が
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
人
で
、
今
年
度
新
た
に
児
童

扶
養
手
当
の
受
給
を
希
望
す
る
人
は
、

認
定
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
審
査

の
結
果
、
受
給
該
当
と
な
る
場
合
、

認
定
申
請
の
あ
っ
た
日
の
翌
月
分
か

ら
支
給
対
象
と
な
り
ま
す
（
平
成
22

年
度
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の
審
査

に
よ
り
、
手
当
支
給
停
止
と
な
っ
て

い
る
人
は
、
8
月
に
平
成
23
年
度
現

況
届
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
認
定
申

請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

対
象

　
次
の
よ
う
な
児
童
（
18
歳
に

達
す
る
年
度
末
ま
で
の
人
か
一
定
程

度
以
上
の
障
害
が
あ
る
20
歳
未
満
ま

で
の
人
）
を
養
育
し
て
い
る
母
ま
た

は
父
ま
た
は
養
育
者
（
所
得
制
限
あ

り
）

○
父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
（
母
）

と
一
緒
に
生
活
を
し
て
い
な
い
児
童

○
父
（
母
）
が
死
亡
し
た
児
童
（
公

的
年
金
や
労
災
に
よ
る
遺
族
補
償
の

支
給
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
）

○
父
（
母
）
が
重
度
（
国
民
年
金
の

障
害
等
級
１
級
程
度
）
の
障
害
に
あ

る
児
童

○
父
（
母
）
の
生
死
が
明
ら
か
で
な

い
児
童

○
父
（
母
）
か
ら
引
き
続
き
１
年
以

上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

○
父
（
母
）
が
法
令
に
よ
り
引
き
続

き
1
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

○
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し

た
児
童

○
そ
の
ほ
か
、
生
ま
れ
た
と
き
の
事

情
が
不
明
で
あ
る
児
童

必
要
書
類

　
戸
籍
の
謄
本
ま
た
は
抄

本
（
対
象
者
全
員
分
）、住
民
票
（
同

住
所
者
全
員
分
）、
平
成
23
年
度
所

得
証
明
書
（
平
成
23
年
1
月
2
日
以

降
の
白
井
市
転
入
者
の
み
）、
申
請

者
名
義
の
金
融
機
関
の
預
金
通
帳

※
世
帯
の
状
況
に
よ
り
、
ほ
か
に
必

要
と
な
る
書
類
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療

費
等
の
助
成
制
度

　
こ
の
制
度
は
母
子
家
庭
や
父
子
家

庭
の
人
が
病
院
な
ど
を
受
診
（
入

院
・
通
院
・
調
剤
な
ど
）
し
た
と
き

に
支
払
っ
た
保
険
診
療
分
医
療
費
自

己
負
担
額
の
一
部
を
助
成
す
る
も
の

で
、
児
童
扶
養
手
当
と
同
様
の
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者

　
母
子
家
庭
の
母
お
よ
び
そ

の
児
童
、
父
子
家
庭
の
父
お
よ
び
そ

の
児
童
、
父
母
の
な
い
児
童
、
父
母

の
な
い
児
童
ま
た
は
父
母
が
監
護
し

な
い
児
童
を
養
育
し
て
い
る
単
身
者
、

配
偶
者
が
重
度
の
障
害
（
国
民
年
金

の
障
害
等
1
級
程
度
）
の
人
お
よ
び

そ
の
児
童

必
要
書
類

　
①
健
康
保
険
証
、
②
戸

籍
の
謄
本
ま
た
は
抄
本
（
対
象
者
全

員
分
）
③
住
民
票
（
同
住
所
者
全
員

分
）④
平
成
23
年
度
所
得
証
明
書（
平

成
23
年
1
月
2
日
以
降
の
白
井
市
転

入
者
の
み
）
⑤
養
育
費
に
関
す
る
申

告
書
（
離
婚
に
よ
り
ひ
と
り
親
に

な
っ
た
場
合
の
み
）

※
児
童
扶
養
手
当
の
認
定
申
請
を
す

る
人
は
②
か
ら
⑤
を
省
略
で
き
ま
す
。

　
現
在
助
成
を
受
け
て
い
る
人
に
は
、

8
月
上
旬
に
更
新
手
続
き
の
書
類
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
8
月
31
日
㈬
ま

で
に
更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
8
7
へ

白　井　梨　マ　ラ　ソ　ン　大　会
種　目 部　　　　　門 スタート 参加費

2㌔㍍
親子ペア（小学1～ 3年生男女）

9:30
2,000円

小学4～ 6年生男子
1,000円

小学4～ 6年生女子

5㌔㍍
一般男子

39歳以下

9:50

3,000円
（高校生
2,000円）

40歳以上

一般女子
39歳以下
40歳以上

10㌔㍍

一般男子
29歳以下

10:35

30歳以上49歳以下
50歳以上

一般女子
29歳以下

30歳以上44歳以下
45歳以上

3㌔㍍
中学生男子

10:45 1,000円
中学生女子

　すがすがしい汗をかきながら、秋風の中を走りませんか。
日時　10月2日㈰
場所　白井運動公園陸上競技場（スタート・ゴール）
種目・部門・スタート時間・参加費　下表のとおり
対象　市内在住・在勤・在学者　1,000人（申し込み順）
※市外参加者を含めた定員は3,000人です。
申込書兼振込用紙取り寄せ方法　返信用封筒に住所、氏名、
申込書希望枚数を記入の上、返信用切手（申込書希望枚数1
部の場合は80円、2・3部は90円、4～ 6部は140円）を貼って、
郵送で〒152―8532　東京都目黒区原町1―31―9　白井梨
マラソン・エントリーセンター☎03（3714）7924（平日　
午前10時～午後5時、8月6日㈯～ 14日㈰を除く）へ
■申　申込書兼振込用紙（取り寄せてください）に必要事項
を記入の上、参加費を持参し7月28日㈭までにゆうちょ銀行
か郵便局へ
※振り込み手数料が別に120円掛かります。
一般申し込みは8月3日㈬からランネット   http://runnet.
jp/ で受け付けます。
■問　生涯学習課スポーツ振興班　内線3435・6

白井梨マラソン大会
市内優先申し込みスタート

　市内保育園で子ど
もたちを保育します。
勤務期間　平成23年8
月～平成24年3月31日
勤務日　月～土曜日
のうち週5日　午前8
時30分～午後5時15分
勤務場所　桜台保育園
対象　保育士証取得者　若干名
時給　1,020円
※別途通勤手当があります。
■申　総務課人事班　内線3315へ
■問　桜台保育園☎（492）6101

臨時職員を募集
～保育士～

児 童 扶 養 手 当 所 得 限 度 額
扶　養
親族数

請 求 者 本 人 扶養義務者
など全部支給 一部支給

0人 190,000円 1,920,000円 2,360,000円
1人 570,000円 2,300,000円 2,740,000円
2人 950,000円 2,680,000円 3,120,000円
3人以上 扶養親族数1人に付き38万円ずつ加算
※障害者控除など所得額から控除できるものが
あります。

「
い
き
い
き
夢
教
室
」
〜
夏
コ
ー
ス

　
　
ず
っ
と
元
気
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ン
ト
を
伝
え
ま
す

　
こ
の
教
室
は
、
体
力
測
定
を
し
て

自
分
の
体
の
状
態
を
確
認
し
、
介
護

が
必
要
な
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、

聞
い
て
得
す
る
講
義
と
実
技
で
さ
ま

ざ
ま
な
予
防
方
法
学
び
ま
す
。

　
白
井
市
ご
当
地
体
操
「
梨
ト
レ
体

操
」
も
毎
回
実
施
し
ま
す
の
で
、
参

加
し
て
自
分
の
体
や
生
活
を
見
直
す

き
っ
か
け
と
し
ま
せ
ん
か
。

日
程
・
内
容

　
下
表
の
と
お
り
（
全

4
回
）

時
間

　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
65
歳
以
上

　
25
人
（
申
し
込

み
順
）

申
・
問

　
8
月
5
日
㈮
ま
で
に
、
は

が
き
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
住

所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
記
入
の
上
、
高
齢
者
福
祉
課
高

齢
者
支
援
班
☎
（
4
9
7
）
3
4
8

4
・
℻
（
4
9
2
）
3
0
3
3
・

 

 k
o
u
re

isy
a-fu

k
u
si@

city
.

sh
iroi.ch

iba.jp

へ

※
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

い　き　い　き　夢　教　室
回 日　程 内　　　　容
1 8月19日㈮・「おたっしゃ健診」で体力測定

2 8月26日㈮
・いきいき夢手帳（介護予防手帳）
を使ってみよう
・梨トレ体操

3 9月2日㈮
・介護保険制度・高齢者福祉
サービスって何？
・梨トレ体操

4 9月9日㈮ ・成年後見制度とは？
・梨トレ体操

きらりフェスタ2011
～踊ろう☆日本の夏～
　舞浜イクスピアリでも公演
しているプロパフォーマー
「KERA」によるパフォーマンス
が行われます。このほかにみん
なで踊る「盆踊り」、昨年好評だっ
た「寄せ植え教室」「巨大ピンボー
ルゲーム」「ストラックアウト」
「わなげ」などを行い、屋台では
「焼きそば」「たこ焼き」「フラン
クフルト」などを用意しています。
日時　23日㈯　午前10時～午後
3時
場所　障害者支援センター（南山）
■問　市障害者支援センター☎

（401）0621

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー



趣
味
・
教
養
・
学
習

子

育

て

公  

親
子
で
楽
し
く
あ
そ

び
ま
し
ょ
う

　
水
遊
び
を
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
28
日
㈭
・
29
日
㈮

　
午
前
10

時
30
分
〜
11
時
30
分

対
象

　
2
歳
以
下
の
子
と
そ
の
保
護

者
　

各
日
10
組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
水
着
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
着

替
え

申
　

各
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
電
話

か
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

母
親
く
ら
ぶ

　
小
麦
粉
粘
土
で
遊
ん
だ
り
、
ア
イ

ス
パ
ン
パ
フ
ェ
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
8
月
3
日
㈬

　
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

対
象

　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

　
16

組
（
申
し
込
み
順
）

※
保
護
者
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

参
加
費

　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　

7
月
31
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

コ  
白
井
市
A
級
グ
ル
メ

の
会

　
白
井
の
特
産
物
で
あ
る
ナ
シ
や
野

菜
な
ど
の
食
材
を
使
っ
て
「
B
級
」

な
ら
ぬ
「
A
級
」
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
料

理
を
作
り
ま
す
。

日
時

　
7
月
25
日
㈪

　
午
後
7
時
〜

8
時
30
分

申
　

24
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直
接
白

井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

コ  

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
講
座

　
人
前
で
話
す
の
が
苦
手
だ
っ
た
り

人
見
知
り
だ
っ
た
り
、
そ
ん
な
あ
な

た
に
ぴ
っ
た
り
の
講
座
で
す
。
就
活

や
婚
活
に
も
役
立
つ
、
自
分
を
表
現

日
本
年
金
機
構
研
修
セ

ン
タ
ー
（
社
会
保
険
大
学

校
）
運
動
施
設
開
放
日

　
夏
季
に
お
け
る
電
力
需
給
対
策
の

た
め
、
体
育
館
内
の
電
気
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
。

日
時

　
8
月
6
日
㈯
・
7
日
㈰
・
13

日
㈯
・
14
日
㈰
・
20
日
㈯
・
21
日
㈰
・

27
日
㈯
・
28
日
㈰

　
午
前
9
時
〜
午

後
6
時 平成24年成人式記念行事

「新成人の主張」募集
　市では平成24年成人式の記念行事で新成
人が発表する「新成人の主張」を募集します。
　寄せられた主張の中から実行委員が選考し、
式典での発表をお願いします。選考されな
かった主張は、成人式記念品の「記念誌」に
掲載します。
募集テーマ　感謝（20年間のありがとうの気
持ち）、自覚（成人したことで考えなければ
ならないこと）、責任（成人した僕たちがす
べきこと）、決意（これからの人生の目標）
【新成人保護者からのメッセージを募集します】
　新成人への保護者からのメッセージを併せ
て募集します。自分の子どもに限らず、全て
の新成人に向けたメッセージを寄せてくださ
い。寄せられたメッセージは「記念誌」で紹
介します。
■申・■問　はがきかEメールに住所、氏名、出
身中学校名、電話番号、Eメールアドレスを
記入・入力の上、9月15日㈭まで生涯学習課
社会教育班内線3433・  hatachi@city.shiroi.
chiba.jpへ

す
る
力
を
身
に
着
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

日
時

　
30
日
㈯

　
午
後
2
時
〜
4
時

対
象

　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
高
校

生
以
上

　
10
人

講
師

　Im
ag

e S
elf D

ev
ero

pm
en

t
　

  

石
田
博
美
代
表

持
ち
物

　
筆
記
用
具

参
加
費
　

無
料

申
　

25
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
直
接
白

井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

ド
リ
ー
ム
・
パ
ス

ポ
ー
ト

　
保
育
園
や
幼
稚
園
の
先
生
を
目
指

し
て
い
る
人
、
乳
幼
児
と
の
触
れ
合

い
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

日
程
・
時
間

　
①
8
月
2
日
㈫
・
午

後
3
時
〜
4
時
、
3
日
㈬
・
午
前
9

時
30
分
〜
午
後
2
時

　
②
8
月
23
日

㈫
・
午
後
3
時
〜
4
時
、
24
日
㈬
・

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
2
時
（
そ
れ

ぞ
れ
全
2
日
間
）

対
象

　
中
学
・
高
校
生

　
各
回
5
人

（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
上
履
き
、
筆

記
用
具

申
　

7
月
31
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

福  

福
祉
作
業
所
納
涼
祭

　
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
裏
庭
で
食
べ
放

題
の
流
し
そ
う
め
ん
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
8
月
5
日
㈮

　
午
前
11
時
〜

午
後
1
時
30
分

参
加
費

　
大
人
4
0
0
円

　
子
ど
も

3
0
0
円

コ  

テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
「
ふ

く
ふ
く
♪
」

　
毎
月
第
1
土
曜
日
に
テ
ィ
ー
サ
ロ

ン
を
開
催
し
ま
す
。
誰
で
も
気
軽
に
、

紅
茶
や
ケ
ー
キ
で
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時

　
8
月
6
日
㈯

　
午
後
1
時
〜

4
時複  

体
験
料
理
教
室
「
親

子
で
蕎
麦
打
ち
教
室
」

　
そ
ば
を
粉
か
ら
練
り
上
げ
な
が
ら
、

食
の
大
切
さ
を
体
感
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
8
月
7
日
㈰

　
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
1
時

対
象

　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

　
10

組
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
夢
ふ
れ
あ
い
サ
ー
ク
ル

参
加
費

　
1
、
0
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　

7
月
31
日
㈰
ま
で
電
話
か
直
接

西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

ボ  

福
祉
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
〜
感
動
の
夏
体
験
〜

　
盲
導
犬
と
の
触
れ
合
い
や
施
設
体

験
な
ど
、
学
校
や
学
年
の
壁
を
超
え

て
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
を
体
験
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

日
時

　
8
月
16
日
㈫
〜
19
日
㈮

　
午

前
9
時
〜
午
後
3
時
（
全
4
日
間
）

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど

対
象

　
小
学
5
年
生
〜
高
校
生

　
25

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費

　
無
料

申
　

8
月
1
日
㈪
ま
で
に
電
話
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

福  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　
㈳
青
年
海
外
協
力
協
会
の
海
外
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
の
体
験

談
を
聞
き
、
そ
の
国
の
食
文
化
に
触

れ
る
た
め
に
料
理
を
作
っ
て
食
べ
て

み
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
8
月
16
日
㈫

　
午
前
10
時
〜

午
後
1
時

対
象

　
中
学
・
高
校
生

　
15
人
（
申

し
込
み
順
）

参
加
費

　
無
料

申
　

8
月
8
日
㈪
ま
で
に
電
話
で
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

（
申
し
込
み
順
）

※
未
成
年
者
の
利
用
に
は
、
必
ず
成

人
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
料
金

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
6
0
0

円
、
体
育
館
1
、
4
8
0
円
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
2
、
9
2
0
円
（
各
2
時
間

単
位
）

申
・
問

　
7
月
25
日
㈪
ま
で
に
申
請

書
（
生
涯
学
習
課
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
生
涯
学
習

課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

　
内
線
3
4
3

6
へ

※
初
め
て
申
請
す
る
場
合
は
利
用
者

の
登
録
が
必
要
で
す
。

白
井
運
動
公
園
テ
ニ
ス

イ
ベ
ン
ト
〜
ワ
ン
デ
ー

レ
デ
ィ
ー
ス
マ
ッ
チ
〜

日
時

　
8
月
22
日
㈪

　
午
前
9
時
〜

午
後
4
時
（
雨
天
中
止
）

対
象

　
18
歳
以
上
の
女
性
ペ
ア

　
16

組
（
申
し
込
み
順
）

※
申
込
者
が
6
組
に
満
た
な
い
場
合

は
中
止
し
ま
す
。

参
加
費

　
2
、
5
0
0
円
（
保
険
代

な
ど
）

申
・
問

　
8
月
19
日
㈮
ま
で
に
電
話

か
参
加
費
持
参
の
上
、
直
接
白
井
運

動
公
園
☎
（
4
9
7
）
0
2
2
2
へ

成人式実行委員会より

　ここまで20年間、多くの方々にお世話になりま
した。親をはじめ先生方、地域の方々、そしてた
くさんの友達に恵まれてここまで大きくなれまし
た。自分たちを支えてくださった全ての方々に感
謝しましょう。
　そして、20歳という年齢を過ぎてさまざまなこ
とが出来るようになります。飲酒・喫煙が合法に
なり、選挙権が与えられ、さまざまな税金や国民
年金等の納付の義務も課せられます。今まで出来
なかったことが出来るようになった反面、責任も
求められるようになります。「大人になった」と
いうことをただ自分のことだけに利用するのでは
なく、ほかの人や社会のために利用することが大
切なことではないでしょうか。
　私達実行委員はこのように考え、今回「新成人
の主張」を実施することにしました。皆さんは成
人を迎えるにあたり、どのようなことを考えてい
ますか。皆さんの主張をぜひ聞かせてください。

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

光
明
寺
と
吉
橋
大
師

　
宗

し
ゅ
う
し
ょ
う
ざ
ん
こ
う
み
ょ
う
じ

照
山
光
明
寺
は
、
船
橋
市
と

の
市
境
に
近
い
復
地
区
の
富
ヶ
沢

に
あ
る
古こ

さ
つ刹

で
す
。
建
物
は
近
年

の
も
の
で
す
が
、
寺
院
に
残
さ
れ

た
文
化
財
か
ら
見
て
鎌
倉
時
代
の

創
建
と
も
考
え
ら
れ
る
由
緒
あ
る

寺
院
で
す
。
境
内
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
石
造
物
が
在
り
、
特
に
寛
永
10

年
（
1
6
3
3
）
に
建
て
ら
れ
た

宝ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う

篋
印
塔
は
、
中
世
以
来
の
呼
び

名
に
基
づ
い
て
「
下
総
國
印
西
庄

白
井
郷
」
の
銘
文
が
あ
り
、
当
地

が
中
世
に
白
井
郷
に
属
し
た
こ
と

が
わ
か
る
大
切
な
も
の
で
す
。
こ

の
宝
篋
印
塔
は
「
白
井
」
の
文
字

を
持
つ
市
内
最
古
の
石
造
物
で
も

あ
り
ま
す
。

　
光
明
寺
の
境
内
に
は
「
第
六
十

四
番
」  

「
第
六
十
五
番
」
と
書
か

れ
た
祠

ほ
こ
ら

が
あ
り
、
江
戸
時
代
に
造

ら
れ
た
弘
法
大
師
の
石
像
が
祭
ら

れ
て
い
ま
す
。
第
六
十
四
番
の
祠

の
石
像
に
は
「
豫よ

し
ゅ
う
ま
え
が
み
じ
う
つ
し

刕
前
神
寺
写
」

と
刻
ま
れ
、
第
六
十
五
番
の
祠
の

石
像
に
は
「
豫よ

し
ゅ
う
さ
ん
か
く
じ
う
つ
し

州
三
角
寺
写
」
と

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
四
国
八
十
八

カ
所
霊
場
の
う
ち
伊
予
国
（
愛
媛

県
）
の
札
所
を
表
す
も
の
で
す
。

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
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江
戸
時
代
に
は
弘
法
大
師
信
仰

を
基
に
八
十
八
カ
所
の
巡
礼
が
盛

ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
19
世
紀

に
な
る
と
地
元
の
寺
院
や
堂
を
四

国
八
十
八
カ
所
に
模
し
て
巡
礼
す

る
こ
と
が
流
行
し
ま
し
た
。
市
内

で
も
東
葛
印
旛
大
師
や
印
西
大
師
、

白
井
大
師
や
平
塚
村
大
師
と
大
小

さ
ま
ざ
ま
な
巡
礼
が
知
ら
れ
ま
す

が
、
光
明
寺
の
祠
は
吉よ

し
は
し
だ
い
し

橋
大
師
に

属
す
も
の
で
す
。

　
吉
橋
大
師
は
、
文
化
4
年
（
1

8
0
7
）
に
八
千
代
市
吉
橋
に
あ

る
貞て

い
ふ
く
じ

福
寺
の
住
職
が
開
設
し
た
も

の
で
す
。
当
初
は
下し

も
う
さ
し
ぐ
ん
だ
い
し

総
四
郡
大
師

の
名
で
し
た
が
、
文
政
か
ら
天
保

年
間
ま
で
（
1
8
1
8
〜
4
3
）

に
東
葛
印
旛
大
師
と
吉
橋
大
師
に

分
割
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

光
明
寺
の
大
師
像
は
ち
ょ
う
ど
こ

の
頃
に
造
ら
れ
た
も
の
で
、
吉
橋

大
師
は
吉
橋
地
区
の
人
々
が
中
心

と
な
っ
て
周
辺
地
域
の
人
々
と
共

に
講
を
組
織
し
て
運
営
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
札
所
が
置
か
れ
ま

し
た
。
札
所
は
八
千
代
・
船
橋
・

習
志
野
・
鎌
ケ
谷
の
各
市
に
広
が

り
、
市
内
で
は
唯
一
光
明
寺
だ
け

が
札
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
吉
橋
大
師
は
春
と
秋
の
年
2
回

行
わ
れ
、
1
0
0
㌔
㍍
の
行
程
を

3
日
か
ら
5
日
間
か
け
て
歩
き
ま

し
た
。
終
戦
直
後
に
は
数
千
人
の

参
加
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
平

成
7
年
よ
り
巡
礼
を
休
止
し
て
い

ま
す
。
光
明
寺
の
祠
は
吉
橋
大
師

の
信
仰
を
今
も
伝
え
て
い
ま
す
。

問
　

文
化
課
文
化
班
（
4
9
2
）

1
1
2
3

光明寺本堂

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
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子

ど

も

イ

ベ

ン

ト

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募
集
・
伝
言
板

桜  
チ
ャ
レ
ン
ジ
夏
祭
り

　
菓
子
の
つ
か
み
ど
り
、
く
じ
引
き
、

わ
り
ば
し
で
っ
ぽ
う
、
う
ち
わ
作
り
、

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
つ
か
み
な
ど
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
。

日
時

　
29
日
㈮

　
午
前
9
時
30
分
〜

正
午

対
象

　
〜
高
校
生
（
自
由
参
加
）

※
一
部
の
出
し
物
は
有
料
で
す
（
1

回
50
円
）   

。

公  

夏
休
み
ボ
ー
イ
ズ

デ
ー

　
ギ
ョ
ー
ザ
を
作
っ
て
、
ペ
ー
パ
ー

グ
ラ
イ
ダ
ー
を
飛
ば
そ
う
。

日
時

　
8
月
3
日
㈬

　
午
前
10
時
〜

午
後
4
時

対
象

　
小
学
生
男
子

　
16
人
（
申
し

込
み
順
）

持
ち
物

　
マ
ス
ク
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
、
上
履
き
、
水
筒
、
米
1
合

参
加
費

　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　

7
月
27
日
㈬
ま
で
に
参
加
費
持

参
の
上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

桜  

夏
休
み
わ
く
わ
く
科

学
教
室

　
鏡
の
世
界
を
体
験
し
、
研
究
ノ
ー

◆
白
井
の
湯
「
旬
菜
市
場
・
朝
市
」

　
店
内
の
商
品
が
全
て
2
割
引
、
移

ト
や
万ま

ん
げ
き
ょ
う

華
鏡
を
作
り
ま
す
。

日
時

　
8
月
4
日
㈭

　
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
2
時
30
分

対
象

　
小
学
1
〜
4
年
生

　
20
人

（
申
し
込
み
順
）

※
1
・
2
年
生
の
参
加
に
は
、
保
護

者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

講
師

　
東
京
電
機
大
学
工
学
部
講
師

曽
江
久
美
さ
ん

持
ち
物

　
は
さ
み
、
両
面
テ
ー
プ
、

セ
ロ
テ
ー
プ
、
の
り
、
筆
記
用
具
、

マ
ジ
ッ
ク
か
色
鉛
筆
、
昼
食

参
加
費

　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　

7
月
24
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直

接
桜
台
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

ス
ポ
キ
ッ
ズ

　
白
井
駅
前
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
に
挑

戦
し
よ
う
。

日
時

　
8
月
5
日
㈮

　
午
後
2
時
〜

4
時

対
象

　
小
学
生

　
30
人（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
上
履
き
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

申
　

8
月
4
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

桜  

親
子
陶
芸
教
室

　
親
子
で
1
つ
ず
つ
マ
グ
カ
ッ
プ
を

作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
8
月
6
日
㈯

　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象

　
3
歳
か
ら
小
学
生
ま
で
の
子

と
そ
の
保
護
者

　
10
組（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
日
本
手
ぬ
ぐ
い
2
本
（
い
ら

な
い
Y
シ
ャ
ツ
や
T
シ
ャ
ツ
で
も
可
）

参
加
費

　
1
、
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　

7
月
31
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直

接
桜
台
セ
ン
タ
ー
へ

桜  

お
料
理
ラ
ン
ド

　
暑
い
夏
に
負
け
な
い
よ
う
に
、
カ

レ
ー
を
作
っ
て
食
べ
よ
う
。

日
時

　
8
月
10
日
㈬

　
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
1
時
30
分

対
象

　
小
学
生
以
上

　
12
人
（
申
し

込
み
順
）

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
布

巾
、
水
筒
、
上
履
き

参
加
費

　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　

7
月
31
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直

接
桜
台
セ
ン
タ
ー
へ

　タイトルの上にある複などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
複西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
市市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

◆
フ
ォ
ル
ム
・
ユ
ー
洋
裁
サ
ー
ク
ル

　
バ
ッ
グ
や
ブ
ラ
ウ
ス
、
ス
カ
ー
ト

な
ど
を
作
り
ま
す
。
初
心
者
で
も
大

丈
夫
で
す
。

日
時

　
毎
月
第
1
〜
3
火
曜
日

　
午

前
10
時
〜
午
後
1
時

　
場
所

　
桜
台

セ
ン
タ
ー

　
入
会
金

　
1
、
0
0
0

円
　
月
会
費

　
3
、
0
0
0
円

問
　

高
橋
☎
（
4
9
7
）
0
5
5
3

（
午
後
5
時
ま
で
）

◆
千
葉
県
警
察
官
募
集

　
募
集
案
内
の
配
布
場
所
な
ど
、
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

受
験
受
付
期
間

　
〜
8
月
10
日
㈬

問
　

印
西
警
察
署
☎
0
4
7
6
（
4

2
）
0
1
1
0

◆
自
衛
官
募
集

　
自
衛
官
候
補
生
と
一
般
曹
候
補
生

を
募
集
し
ま
す
の
で
、
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格

　
日
本
国
籍
を
有
す
る
18

歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
女

　
受
付
期

間
　

8
月
1
日
㈪
〜
9
月
9
日
㈮

※
航
空
学
生
、
看
護
学
生
も
併
せ
て

募
集
し
て
い
ま
す
。

問
　

自
衛
隊
千
葉
地
方
協
力
本
部
柏

募
集
案
内
所
☎
0
4
（
7
1
6
3
）

6
8
8
4

◆
わ
が
家
の
犬
・
猫
写
真
コ
ン
ク
ー

ル
作
品
募
集

　
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
15
点
の
作

品
は
、
9
月
に
行
わ
れ
る
動
物
愛
護

週
間
イ
ベ
ン
ト
で
表
彰
し
、
会
場
に

展
示
し
ま
す
。

申
・
問

　
飼
育
し
て
い
る
犬
や
猫
の

L
判
3
枚
以
内
の
全
て
の
写
真
の
裏

に
応
募
者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
記
入
し
、
適
正
飼
育
に
つ
い
て

の
コ
メ
ン
ト
を
4
0
0
字
詰
原
稿
用

紙
1
枚
以
内
に
記
入
し
た
も
の
を
添

え
て
、
8
月
31
日
㈬  （
必
着
）
ま
で

に
郵
送
で
〒
2
6
0
―
0
0
0
1

　

千
葉
市
中
央
区
都
町
4
6
3
―
3

　

㈶
千
葉
県
動
物
保
護
管
理
協
会
☎

0
4
3
（
2
1
4
）
7
8
1
4
へ

※
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

◆
あ
な
た
も
「
菜
の
花
家
族
（
養
育

里
親
）  

」
に
な
り
ま
せ
ん
か

　
県
中
央
児
童
相
談
所
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
情
か
ら
家
庭
で
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
を
、
一

時
的
に
実
親
に
代
わ
っ
て
家
庭
の
ぬ

く
も
り
と
愛
情
を
持
っ
て
育
て
て
く

れ
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
　

県
中
央
児
童
相
談
所
☎
0
4
3

（
2
5
3
）
4
1
0
1

動
販
売
の
出
店
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

日
時

　
16
日
㈯

　
午
前
8
時
〜
10
時

問
　

天
然
温
泉
・
白
井
の
湯
☎
（
4

9
7
）
2
6
2
6

◆A
y
a

 B
a
lle
t S
tu
d
io

発
表
会

　  「
バ
レ
エ
コ
ン
サ
ー
ト
」
と
「『
シ

ン
デ
レ
ラ
』
全
幕
」
を
演
じ
ま
す
。

日
時

　
17
日
㈰

　
午
後
4
時
〜
（
開

場
　

午
後
3
時
30
分
）　  

場
所

　
文

化
会
館
大
ホ
ー
ル

　
入
場
料

　
無
料

問
　A

y
a B

allet S
tu
dio

☎
0

3
（
3
7
5
4
）
8
5
2
0

◆
N
P
O
法
人
谷
田
武
西
の
原
っ
ぱ

と
森
の
会

①
外
来
植
物
の
抜
き
取
り
作
業

　
在
来
の
植
物
を
守
り
、
増
や
す
た

め
に
実
施
し
ま
す
。

日
時

　
7
月
22
日
㈮

　
午
前
9
時
〜

11
時
30
分
（
雨
天
中
止
）　  

参
加
費

無
料

②
自
然
観
察
会

　
夏
の
昆
虫
を
観
察
し
ま
す
。

日
時

　
8
月
6
日
㈯

　
午
前
9
時
〜

11
時
（
雨
天
の
場
合
は
7
日
㈰
に
延

期
）　 

講
師

　
日
本
蝶
類
学
会

　
蛭

川
憲
男
理
事

　
持
ち
物
・
服
装

　
筆

記
用
具
、
飲
み
物
、
帽
子
・
長
袖
、

長
ズ
ボ
ン
（
黒
色
を
除
く
）　  

参
加

費
　

1
0
0
円
（
資
料
代
）

【
共
通
】

集
合
場
所

　
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
清
戸
）

対
象

　
一
般

　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申
・
問

　
①
は
電
話
で
齋
藤
☎
（
4

9
1
）
8
3
5
7
、
②
は
電
話
で
松

永
☎
（
4
9
1
）
6
3
6
5
へ

◆
ユ
ズ
リ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト

　
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
ユ

ズ
リ
ン
こ
と
中
山
讓
さ
ん
と
、
み
ん

な
で
笑
顔
で
歌
っ
て
踊
り
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
28
日
㈭

　
午
後
1
時
30
分
〜

（
開
場

　
午
後
1
時
）　  

場
所

　
松

山
下
公
園
（
印
西
市
）　  

対
象

　
小

学
生
以
下
の
子
と
そ
の
保
護
者
な
ど

（
自
由
参
加
）　  

持
ち
物

　
上
履
き

参
加
費

　
無
料

問
　

ユ
ズ
リ
ン
と
う
た
お
う
☆
お
ど

ろ
う
!
北
総
地
域
実
行
委
員
会

　
中

村
☎
0
9
0
（
4
6
6
7
）
4
2
6
0

◆
「
徳
川
三
百
年
の
会
」
講
演
会

　 

「
持
た
な
い
・
買
わ
な
い
・
残
さ

な
い

　
江
戸
の
エ
コ
」
と
「
徳
川
御ご

三さ
ん
き
ょ
う

卿
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
、
江
戸
時

代
と
徳
川
家
に
ま
つ
わ
る
講
演
会
を

行
い
ま
す
。

日
時

　
29
日
㈮

　
午
前
10
時
〜
11
時

30
分

　
場
所

　
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

　
対
象

　
一
般

　
40
人

  （
申
し
込
み
順
）　  
参
加
費

　
3
5

0
円
（
資
料
代
）

申
・
問

　
天
下
井
☎
（
4
4
4
）
6

2
4
5
へ

◆
N
P
O
法
人
ぬ
く
も
り
の
会

　  

「
新
し
い
公
共
と
は
?
変
わ
る
N

P
O
の
役
割
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講

演
会
と
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
7
月
31
日
㈰

　
講
演
会

　
午

後
1
時
30
分
〜
3
時

　
相
談
会

　
午

後
3
時
〜

　
場
所

　
白
井
駅
前
セ
ン

タ
ー

申
・
問

　
細
川
☎
（
4
9
8
）
4
0

3
1

◆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
初
心
者
・
ジ
ュ
ニ

ア
講
習
会

日
時

　
31
日
㈰

　
午
前
9
時
30
分
〜

正
午

　
場
所

　
池
の
上
小
学
校

　
対

象
　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
小

学
生
以
上

　
持
ち
物

　
体
育
館
シ
ュ

ー
ズ
、
ラ
ケ
ッ
ト

　
参
加
費

　
小
・

中
学
生
1
0
0
円
、
高
校
生
以
上
3

0
0
円

申
・
問

　
26
日
㈫
ま
で
に
は
が
き
か

フ
ァ
ク
ス
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢

（
学
年
） 

、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

〒
2
7
0
―
1
4
3
5

　
白
井
市
清

水
口
2
―
1
―
11
―
1

　
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
協
会

　
佐
藤
☎
・
℻ 

（
4
9
2
）

9
3
0
3
へ

◆
写
真
展
「
原
爆
と
人
間
」
〜
1
9

4
5
年
8
月
6
日
広
島
・
8
月
9
日

長
崎
〜

日
程
・
場
所

　
〜
7
月
31
日
㈰
・
西

白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

　
8
月
2
日
㈫

〜
16
日
㈫
・
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー

問
　

国
民
平
和
大
行
進
白
井
実
行
委

員
会

　
平
川
☎
（
4
9
1
）
0
4
4

8◆
千
葉
盲
学
校
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

　
視
覚
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
と
そ

の
保
護
者
や
関
係
者
な
ど
を
対
象
に
、

授
業
体
験
な
ど
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
8
月
2
日
㈫
・
3
日
㈬

　
午

前
9
時
30
分
〜

　
場
所

　
県
立
千
葉

盲
学
校
（
四
街
道
市
）

申
・
問

　
7
月
29
日
㈮
ま
で
に
代
表

者
の
氏
名
、
電
話
番
号
を
電
話
か
フ

ァ
ク
ス
で
県
立
千
葉
盲
学
校
☎
0
4

3
（
4
2
2
）
0
2
3
1
・
℻
0
4

3
（
4
2
4
）
4
5
9
2
へ

◆
児
童
の
た
め
の
科
学
・
理
科
教
室

　 

「
生
活
の
電
気
に
ふ
れ
よ
う
」
を

複   桜   夏休み工作教室
①海の仲間たち
日程　8月5日㈮
場所　西白井複合センター
参加費　200円（材料費）
②動くからくりおもちゃ
日時　8月26日㈮
場所　桜台センター
参加費　300円（材料費）
【共通】
時間　午前9時30分～正午
対象　小学3～ 6年生　10人（応
募者多数の場合は抽選）
講師　おもちゃ病院　星野隆史さん
申　①は7月24日㈰、②は7月31日㈰までに電話か直
接開催場所の各センターへ

海の仲間たち

動くからくりおもちゃ

テ
ー
マ
に
、
夏
休
み
科
学
教
室
を
印

西
市
の
東
京
電
機
大
学
千
葉
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
し
ま
す
。

①
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
作
り

日
時

　
8
月
23
日
㈫

　
午
前
10
時
〜

午
後
0
時
30
分

　
対
象

　
小
学
1
・

2
年
生
の
子
と
そ
の
保
護
者

　
25
組

②
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
作
り
か
太
陽
電

池
を
使
っ
た
工
作

日
時

　
8
月
23
日
㈫

　
午
後
2
時
30

分
〜
5
時

　
対
象

　
小
学
3
・
4
年

生
の
子
と
そ
の
保
護
者

　
25
組

③
発
電
機
を
作
ろ
う

日
時

　
8
月
24
日
㈬

　
午
前
10
時
〜

午
後
0
時
30
分

　
対
象

　
小
学
5
・

6
年
生

　
25
人

※
保
護
者
同
伴
で
の
参
加
も
可
能
で
す
。

④
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
も
の
作
り

日
時

　
8
月
24
日
㈬

　
午
後
2
時
30

分
〜
5
時

　
対
象

　
中
学
生

　
25
人

申
　

往
復
は
が
き
の
往
信
欄
に
参
加

希
望
日
時
、
参
加
者
の
氏
名
、
学
年
、

保
護
者
の
連
絡
先
、
住
所
、  

「
夏
休

み
科
学
教
室
参
加
希
望
」 

と
記
入
し
、

8
月
3
日
㈬
（
消
印
有
効
）
ま
で
に

郵
送
で
〒
2
7
0
―
1
3
8
2

　
印

西
市
武
西
学
園
台
2
―
1
2
0
0
東

京
電
機
大
学
「
児
童
の
た
め
の
科
学
・

理
科
教
室
2
0
1
1
」
へ

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な

り
ま
す
。

問
　

東
京
電
機
大
学
情
報
環
境
学
部

事
務
部
☎
0
4
7
6
（
4
6
）
4
1

1
1

2011.7.157
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の
様
子
を
見
て
い
た
だ
く
た
め
、

学
校
の
友
だ
ち
や
地
域
の
人
た
ち

に
声
掛
け
し
て
、
舞
台
発
表
、
子

ど
も
コ
ー
ナ
ー
、
保
護
者
の
お
楽

し
み
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
楽
し
く
過

ご
し
ま
す
。
1
月
に
は
新
年
会
を

開
催
し
、
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム

な
ど
を
し
な

が
ら
親
睦
を

深
め
て
い
き

ま
す
。

　
こ
の
よ
う

な
行
事
を
通

し
て
交
流
・

親
睦
を
深
め

つ
つ
学
童
運

営
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ
う

運
営
会
は
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
学
童
に
は
現
在
68
人
が
在
籍
し

て
い
ま
す
。
放
課
後
の
校
庭
を
自

由
に
使
い
、
サ
ッ
カ
ー
・
ド
ッ
ジ

　そろばんは、海外からも注目さ
れる日本の素晴らしい伝統文化
で、最近は脳の活性化につながる
ことでも注目されています。その
魅力や楽しさをより多くの皆さ
んに伝えるため、全国珠算連盟が
白井市復に「白井そろばん博物
館」を開館しました。
　館内には、江戸時代から現代までの国内外のさまざまなそろばん約
300点やテキストなどが展示され、中でも目を引くのは、そろばんと金
庫が一体になった「大型銭箱」やイベント用に作られた長さが約3㍍、
231桁の「長尺そろばん」です。ほかにも中国のそろばんや1桁に10個
の球が並ぶロシアのそろばん、二つ折りやロール式のそろばん、そろ
ばんと計算機が一体になったものなど、さまざまなそろばんが展示さ
れているほか、江戸時代を再現した帳場や寺子屋も設置され、そろば
んが昔の人々の生活必需品だった様子がよく分かります。

　このコーナーで紹介する皆さんの身近な話題
をお寄せください。
申・問　秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4へ

そろばん文化の歴史を学ぶ

穴
を
出
て
す
ぐ
木
に
登
る
青
大
將

雨
止
み
て
十
薬
の
花
白
極
む

雨
止
ん
だ
の
ん
び
り
行
こ
う
か
た
つ
む
り

あ
り
が
た
や
竹
の
子
料
理
い
た
だ
き
し

グ
ォ
グ
ォ
と
庭
の
葉
陰
で
蝦が

ま蟇
が
呼
ぶ

雲
の
峰
望
み
は
で
か
く
昼
寝
か
な

咲
き
満
ち
て
薔
薇
の
く
づ
る
ゝ
雨
の
中

柵
に
あ
る
山
羊
の
咬
み
跡
半
夏
生

笑
福
の
文
字
揺
れ
て
を
り
夏
暖
簾

つ
ば
め
の
巣
復
活
う
れ
し
ケ
ア
ハ
ウ
ス

梅
雨
晴
れ
や
放
課
後
楽
し
は
ず
む
声

長
梅
雨
に
浸
か
り
て
一
日
読
書
か
な

入
道
雲
こ
と
し
は
き
の
こ
雲
に
見
え

万
緑
や
露
天
風
呂
か
ら
空
見
え
ず

日
傘
差
す
娘
は
母
の
子
と
成
り

ひ
ま
わ
り
を
植
え
て
夕
焼
け
雲
を
見
る

秘
め
事
の
一
つ
や
二
つ
ダ
リ
ヤ
咲
く

冷
奴
水
を
自
慢
の
京
美
人

茅
屋
の
竹
の
品
書
き
冷
や
し
そ
ば

豆
蒔
い
て
雉
が
見
に
来
る
感
の
良
さ

水
玉
の
赤
い
ド
レ
ス
や
天
道
虫

行
き
交
は
す
会
釈
に
傾
ぐ
日
傘
か
な

涼
風
を
入
れ
て
子
規
の
句
調
べ
居
り

有
明
け
の
月
は
雲
間
に
涙
い
ろ

　
　
　
原
発
が
元
苦
悩
果
て
無
く

瓦
礫
の
な
か
紫
に
あ
や
め
群
れ
咲
き
て

　
　
　
被
災
の
人
に
も
笑
顔
の
見
ゆ
る

小
さ
き
子
の
手
を
引
き
全
員
避
難
せ
り

　
　
　
鵜う

の
す
ま
い

住
居
地
区
の
生
徒
に
拍
手
す

父
の
日
は
広
い
青
空
白
い
砂

　
　
　
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
の
咲
き
み
だ
る
見
ゆ

妻
を
語
る
祖
師
の
法
話
は
美
し
く

　
　
　
寂

せ
き
り
ょ
う寥
胸
打
つ
寺
の
偲
ぶ
会え

梅
雨
の
雨
止
み
て
差
し
く
る
木
漏
れ
日
に

　
金
蘭
の
花
輝
き
て
咲
く

年
寄
り
は
や
は
り
年
寄
り
同
志
よ
し

　
　
　
ほ
ど
よ
い
距
離
に
孫
子
が
を
り
て

野
良
の
人
被
り
を
取
り
つ
我
越
さ
ば

　
　
　
声
こ
そ
出
さ
ね
腰
高
の
女

横
浜
は
友
の
い
た
街
坂
の
街

　
　
　
暮
ら
し
た
こ
と
に
想
い
暮
ら
す

我
が
指
は
ダ
イ
ヤ
ル
式
に
な
じ
み
い
て

　
　
　
代
話
機
い
ま
だ
買
へ
か
ね
て
お
り

　
　    

　      

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　     

（
作
品
は
五
十
音
順
に
掲
載
）

神
々
廻
　
　
田
中
八
代
い

池
の
上

　
　
大
橋

　
茂

　

根
　
　
　
　
押
田
み
よ
女

大
松

　
　
　
川
又
勝
彦

　

清
水
口
　
　
池
川
　
悟
　

桜
台

　
　
　
土
山
勝
實

　

大
松
　
　
　
織
本
泰
子
　

堀
込

　
　
　
大
屋
キ
ヌ

冨
士
　
　
　
福
加
あ
け
み

神
々
廻

　
　
髙
橋
勲
次
郎

大
山
口
　
　
上
坂
千
昭

南
山
　
　
　
齊
藤
眞
一
郎

冨
士
　
　
　
今
野
吉
信

冨
士
　
　
　
柳
沢
　
純

根
　
　
　
　
阿
久
津
幸
子

堀
込
　
　
　
渡
辺
岩
夫

堀
込

　
　
　
山
川
純
子

七
次
台
　
　
髙
山
　
梓

冨
士

　
　
　
染
谷
英
人

根
　
　
　
　
乾
　
タ
カ
子

神
々
廻
　
　
斉
藤
と
み
子

冨
士
　
　
　
小
澤
喜
美
子

冨
士
　
　
　
福
加
博
之

七
次
台

　
　
松
井
寛
紅

池
の
上

　
　
関
根
千
浪

冨
士
　
　
　
望
月
玲
子

堀
込
　
　
　
上
條
さ
つ
き

根
　
　
　
　
印
南
満
子

池
の
上

　
　
蝦
名
幸
子

桜
台

　
　
　
米
井
詩
織

清
水
口

　
　
柴
垣
正
徳

掘
込
　
　
　
名
越
た
て
み

堀
込

　
　
　
川
﨑
　
薫

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
市
民
の
自
由
な
投
稿
に
よ
り
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
、
選
者
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。
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大
山
口
学
童
保
育
所
は
、
平
成

4
年
に
清
水
口
、
南
山
に
つ
い
で

3
番
目
に
開
所
し
た
学
童
保
育
所

で
す
。
西
白
井
地
区
の
入
居
に
伴

い
児
童
数
が
増
加
し
、
平
成
19
年

11
月
に
1
9
2
平
方
㍍
の
軽
量
鉄

骨
造
平
屋
建
て
の
新
施
設
が
で
き

ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
児
童
数
は
増
加
を
続

け
、
平
成
21
年
度
に
は
大
山
口
第

2
学
童
保
育
所
が
開
設
に
な
り
、

平
成
22
年
9
月
よ
り
大
山
口
小
学

校
内
で
2
カ
所
で
の
保
育
が
始
ま

り
ま
し
た
。
運
営
会
は
一
緒
な
の

で
、
93
世
帯
の
大
所
帯
で
の
運
営

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
運
営
会
の
行
事
を
紹
介
し
ま
す

と
、
5
月
の
親
子
交
流
会
で
は
、

自
己
紹
介
や
親
子
ゲ
ー
ム
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　
8
月
に
は
1
泊
の
学
童
キ
ャ
ン

プ
（
今
年
は
千
葉
市
少
年
自
然
の

家
）
が
あ
り
、
学
童
伝
統
の
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
の
「
火
お
こ

し
」
を
高
学
年
の
子
ど
も
た
ち
は

楽
し
み
に
参
加
し
、
保
護
者
、
指

導
員
の
交
流
を
深
め
ま
す
。
同
じ

8
月
に
は
大
山
口
2
丁
目
の
夏
祭

り
に
参
加
し
、
地
域
の
人
た
ち
と

も
交
流
を
図
る
機
会
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
今
年
度
は
11
月
に
学
童
ま
つ
り

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
小
学
校
の

体
育
館
で
日
ご
ろ
の
子
ど
も
た
ち

行
っ
て
い
ま
す
。
人
数
が
多
く
な

り
、
体
験
内
容
は
少
な
く
な
っ
て

き
ま
し
た
が
、
手
話
を
使
う
こ
と

を
身
近
に
感
じ
る
貴
重
な
体
験
を

し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
学
童
ま
つ
り
で
は
手

話
の
歌
を
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ

ん
に
披
露
し
て
い
ま
す
。
広
い
施

設
に
な
っ
て
か
ら
は
、
室
内
で
も

フ
リ
ス
ビ
ー
な
ど
動
き
回
る
ゲ
ー

ム
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
、
雨
の
日
や
1
日
保
育
の
日
な

ど
は
活
動
に
広
が
り
が
持
て
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
学
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
1
年

生
か
ら
5
年
生
ま
で
の
異
年
齢
の

交
流
を
通
し
て
学
び
合
い
、
支
え

合
い
、
絆
を
深
め
る
こ
と
の
で
き

る
生
活
の
場
と
な
っ
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

問
　

児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
班
☎

（
4
9
7
）
3
4
8
7

学  

童  

保  

育  

所  

④

大
山
口
学
童
保
育
所

　震災の影響により再生紙の入手が困難なため、
　上質紙を使用しています。

さまざまなそろばんが展示されている館内

みんなで仲良く一輪車遊び

指先に神経を集中して

真剣なまなざしで競技に挑む参加者の皆さん

　5月29日、白井第一小学校体育館を会場に「第1回千葉県はしそろぴっ
く選手権大会」が開催されました。はしそろぴっくとは、箸でそろば
んの玉を空の容器に1分間で何個運ぶことができるかという競技で、全
国珠算連盟が白井市内に県内初のそろばん博物館の開館を記念して開
催したものです。
　記念すべき第1回大会は、���人を超える参加者により競技が行われ、

個人戦や団体戦、リレー
が行われたほか、珠積み
やひも通しなど競技も行わ
れ、会場は熱気に包まれて
いました。さすがにそろば
んの珠を使った競技のせい
か、どの競技も集中力を必
要とするもので、競技の終
了時には緊張とため息と笑
いにあふれていました。

ボ
ー
ル
・
鬼
ご
っ
こ
・
一
輪
車
な

ど
思
う
存
分
体
を
動
か
し
て
、
刺

激
し
合
い
な
が
ら
遊
ぶ
姿
に
異
年

齢
で
遊
べ
る
学
童
の
よ
さ
を
感
じ

て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
も
め
ご
と

も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
都
度
話
し

合
い
な
が
ら

解
決
し
て
い

く
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　
百
人
一
首

大
会
は
11
月

ご
ろ
か
ら
始

め
、
坊
主
め

く
り
・
五
色

百
人
一
首
・

百
人
一
首
冊

子
暗

あ
ん
し
ょ
う

誦
、
そ
し
て
1
月
に
は
学
年

ご
と
の
百
人
一
首
大
会
を
全
員
で

取
り
組
む
遊
び
が
学
童
の
伝
統
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
手
話
の
会
も
毎
月


